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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第３四半期連結
累計期間

第74期
第３四半期連結
累計期間

第73期

会計期間

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成26年
４月１日
至平成26年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成26年
３月31日

売上高 （百万円） 17,249 18,321 23,317

経常利益 （百万円） 487 974 812

四半期（当期）純利益 （百万円） 404 666 676

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,378 2,044 1,382

純資産額 （百万円） 17,111 18,938 17,048

総資産額 （百万円） 26,393 28,518 26,554

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 57.59 94.86 96.34

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.8 66.4 64.2

 

回次
第73期

第３四半期連結
会計期間

第74期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

自平成26年
10月１日
至平成26年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.53 41.20

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復から設備投資の増加や雇用情勢の改善などが

あり、緩やかながらも回復基調を維持しました。しかしながら、原材料やエネルギーコストの上昇、消費税率引き

上げに伴う駆け込み需要の反動による影響など、弱い動きが見られました。

　海外経済は、アジアにおいてアセアン景気の足踏み状態や、中国の景気減速が見られましたが、米国では回復

し、欧州でも持ち直しの動きが見られ、全般的に緩やかな回復となりました。

　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、ビッグデータ関連市場やエネルギー産業関連市

場の需要が引き続き拡大基調で推移しました。

　このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は183億21百万円（前年同期比

6.2％増）となりました。売上高の増加及びコスト削減等により営業利益は７億87百万円（同76.5％増）、経常利

益は９億74百万円（同100.1％増）となりました。四半期純利益は前年計上しました特別利益はなくなりました

が、営業利益等の増加により６億66百万円（同64.7％増）となりました。

　主なセグメント別の業績は、次のとおりです。

（電線・加工品）

　デジタル機器用ケーブル、半導体製造装置関連ケーブル及び車載用ケーブルの売上が堅調に推移したことによ

り、売上高は152億95百万円（前年同期比8.0％増）となりました。売上高の増加及びコスト削減等により、セグメ

ント利益は９億27百万円（同50.1％増）となりました。

（電子・医療部品）

　ネットワーク機器及び医療用特殊チューブの売上が微減となり、売上高は29億18百万円（前年同期比2.0％減）

となりました。競争激化による販売価格の低下及び償還価格の改定等の影響により、セグメント利益は２億16百万

円（同38.1％減）となりました。

 

（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ19億63百万円増加し、285億18百万円となり

ました。主な増加は、売上高の増に伴い「受取手形及び売掛金」が７億15百万円、「商品及び製品」が３億４百万

円、「原材料及び貯蔵品」が１億79百万円増加し、「機械装置及び運搬具（純額）」が３億99百万円増加しまし

た。

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ73百万円増加し、95億79百万円となりました。

主な増加は、「支払手形及び買掛金」が３億90百万円増加、未払消費税が74百万円増加しました。主な減少は、

「長期借入金」が６億４百万円減少しました。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ18億89百万円増加し、189億38百万円となり

ました。主な増加は、円安の進行により「為替換算調整勘定」が12億77百万円増加しました。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　当社では、「会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者」は以下の基本理念を支持する者であることが望ま

しいと考えております。

《基本理念》

１．わが社は、世界水準の製品を創り出すことにより、持続的な成長を遂げ、永遠の存在を目指す。

２．わが社は、有意義な製品とサービスを供給することにより社会に貢献する。

３．わが社は、国際社会に共生する一員であることを意識するとともに、法規等を遵守し、環境保全に努力する。

４．わが社は、すべての関係者・機関に調和のとれた満足を提供することを目標とする。

５．わが社は、互いの価値を認め合う人々の集団であり、熱意をもって向上・革新へ挑戦していく。

　上記の基本理念に照らして不適切な者が、当社支配権の獲得を表明した場合には、当該表明者や東京証券取引所

その他の第三者(独立社外者)とも協議のうえ、次の３項目の要件を充足する必要かつ妥当な措置を講じるものとし

ます。

１．当該措置が上記の基本理念に沿うものであること

２．当該措置が株主の共同の利益を損なうものでないこと

３．当該措置が役員の地位の維持を目的とするものでないこと

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は92百万円であります。電線・加工品事業における研究開

発費は54百万円であり、電子・医療部品事業における研究開発費は34百万円であります。

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

平河ヒューテック株式会社(E01352)

四半期報告書

 4/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　　27,000,000

計 　　　　27,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）

（平成27年２月６日）

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 8,813,900 8,813,900
東京証券取引所

市場第一部

　単元株式数

100株

計 8,813,900 8,813,900 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成26年10月1日～

平成26年12月31日
－ 8,813,900 － 1,555 － 1,459

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,789,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,021,000 70,210 －

単元未満株式 普通株式　　　3,100 － －

発行済株式総数 　　　　　8,813,900 － －

総株主の議決権 － 70,210 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

平河ヒューテック

株式会社

東京都品川区南大

井三丁目28番10号
1,789,800 － 1,789,800 20.31

計 － 1,789,800 － 1,789,800 20.31

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

　府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,321 3,506

受取手形及び売掛金 7,041 7,757

有価証券 146 55

商品及び製品 1,716 2,020

仕掛品 755 766

原材料及び貯蔵品 1,810 1,989

繰延税金資産 160 159

その他 382 470

貸倒引当金 △6 △1

流動資産合計 15,329 16,724

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,485 3,452

機械装置及び運搬具（純額） 2,497 2,896

土地 2,582 2,591

その他（純額） 507 525

有形固定資産合計 9,073 9,466

無形固定資産 137 175

投資その他の資産 ※１ 2,014 ※１ 2,151

固定資産合計 11,225 11,793

資産合計 26,554 28,518
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,538 2,928

短期借入金 1,842 1,885

未払法人税等 184 187

賞与引当金 46 81

その他 869 1,055

流動負債合計 5,481 6,137

固定負債   

長期借入金 2,039 1,434

退職給付に係る負債 1,770 1,798

役員退職慰労引当金 35 36

その他 179 172

固定負債合計 4,024 3,442

負債合計 9,505 9,579

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,555 1,555

資本剰余金 1,459 1,459

利益剰余金 15,592 16,100

自己株式 △2,339 △2,339

株主資本合計 16,267 16,774

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 167 254

為替換算調整勘定 681 1,958

退職給付に係る調整累計額 △67 △49

その他の包括利益累計額合計 781 2,163

純資産合計 17,048 18,938

負債純資産合計 26,554 28,518
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 17,249 18,321

売上原価 14,178 14,883

売上総利益 3,070 3,438

販売費及び一般管理費 2,624 2,651

営業利益 446 787

営業外収益   

受取利息 17 17

受取配当金 11 11

為替差益 9 136

その他 30 55

営業外収益合計 69 220

営業外費用   

支払利息 16 14

機械装置除却損 6 6

その他 5 11

営業外費用合計 28 33

経常利益 487 974

特別利益   

違約金収入 240 -

投資有価証券売却益 - 0

受取保険金 3 3

特別利益合計 243 3

特別損失   

投資有価証券売却損 0 -

事業構造改善費用 - ※ 36

その他 0 0

特別損失合計 0 36

税金等調整前四半期純利益 729 941

法人税、住民税及び事業税 281 310

法人税等調整額 43 △30

法人税等合計 325 279

少数株主損益調整前四半期純利益 404 662

少数株主損失（△） △0 △3

四半期純利益 404 666
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 404 662

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 82 86

為替換算調整勘定 891 1,277

退職給付に係る調整額 - 18

その他の包括利益合計 973 1,382

四半期包括利益 1,378 2,044

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,377 2,048

少数株主に係る四半期包括利益 0 △3
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤

務年数を基礎とする方法から、デュレーションに基づく単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が６百万円増加し、利益剰余金が４百万円

減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ８百万円減少しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

投資その他の資産 26百万円 26百万円

 

 ２．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 6百万円 7百万円

 

　　　　　３．偶発債務

　当社が加入する「東日本電線工業厚生年金基金」は、平成26年７月29日開催の代議員会において基金解散

の方針を決議しました。ただし、代議員会における解散決議及び厚生労働省の解散認可の時期は未定であ

り、解散に伴う費用の金額については、現時点では不確定要素が多いため合理的に金額を算定することは困

難であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　※　　事業構造改善費用36百万円は、福泰克（連雲港）電子有限公司（中国）の呉江工場閉鎖に伴う費用で、

　　　経済補償金33百万円他であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 628百万円 635百万円

のれんの償却額 3 2

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 84 12 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月１日

取締役会
普通株式 70 10 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 84 12 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月４日

取締役会
普通株式 70 10 平成26年９月30日 平成26年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
電線・加工
品

電子・医療
部品

計

売上高        

外部顧客への売上高 14,161 2,977 17,139 109 17,249 － 17,249

セグメント間の内部
売上高又は振替高

201 0 201 － 201 △201 －

計 14,363 2,977 17,340 109 17,450 △201 17,249

セグメント利益 617 349 967 90 1,057 △611 446

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△６億11百万円には、セグメント間取引消去△２億１百万円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△４億10百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
電線・加工
品

電子・医療
部品

計

売上高        

外部顧客への売上高 15,295 2,918 18,213 108 18,321 － 18,321

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 0 6 － 6 △6 －

計 15,301 2,918 18,220 108 18,328 △6 18,321

セグメント利益 927 216 1,143 76 1,219 △432 787

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△４億32百万円には、セグメント間取引消去△６百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△４億26百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更

しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「電線・加工品」のセグメ

ント利益が６百万円減少し、「電子・医療部品」のセグメント利益が２百万円減少しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 57円59銭 94円86銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 404 666

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 404 666

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,024 7,024

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

平成26年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・70百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・10円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成26年12月３日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月６日

平河ヒューテック株式会社

取　締　役　会　　御　中

 

　井　上　監　査　法　人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平　松　正　己　　㊞

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　　映　男　　㊞

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている平河ヒューテッ
ク株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日
から平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、平河ヒューテック株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
 
強調事項
　偶発債務に記載されているとおり、会社が加入する「東日本電線工業厚生年金基金」は平成26年７月29日開催の代議員
会で解散の方針を決議している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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